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1. TiO2(Rutile)の1次ラマンスペク トルの温度依存性 井畑 克祥
2. ウルツ鉱型CdSlooOli面の溶液中及び超高真空中における仕 平田 淳
事関数
○茨城大学大学院理学研究科物理学専攻
1. 反強磁性スピンと相互作用する電子系の超伝導 会沢 幸雄
1. 反強磁性スピンと相互作用する電子系の超伝導
会 沢 幸 雄
反強磁性的に相互作用 している局所ス ピンと磁気的 に相互作用 している電子
系 (また■はホ ール系 )について考 える｡ 系の構造は局所 スピンや電子等が互 いに
強 く相互作用 している面が層状にか さなっているような ものである｡局所スピン
は面間 についてもある程度の強 さの有効相互作用 しているもの とする｡ また､ 電
子の面間の遷移マ トリックス要素は充分小 さい と仮定す る｡､モデルハ ミル トニア
ンは次のようなものである｡
〃三岳24CI,cA,十島フ帰 吠 十に'5革ま･(左 手6'C¢)
ここで､C3-(C+～ ,co+A)は電子の生成 2成分スピノルでeOは異方的な単一電子
の励起エネルギーである｡最後の項は伝導電子 と局所ス ピンの近藤相互作用 で､
同一面 内で しか働かないとす る｡ Kが充分大きいと局所 スピンや電子の磁気的状
態 は大 きく影響を うけることが示 されるが､ ここでは､ K=0の ときとあまり大
きく変化 しない場合を考 える｡ この ような場合､ モデルハ ミル トニアンか ら導か
れる電子の有効ハ ミル トニア ンか ら､ 以下のことが分か った｡
まず､ 面 内電子間の相互作用 は三重項状態の とき引力 とな り､ パ ウリの排他
原理の ために､ クーパ ー対を作 るのは非常 に困難である｡ しか しなが ら面間電子
については一重項状態のクーパ ー対が､ 電子数密度がある値 (面間の遷移マ トリ
ー697-
